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CASEの2つの仕様⽂書
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• CASE 1.0 Specification (Information Model)
• データモデルに関する仕様
• モデルの構造やモデル間の関連性の詳細

• CASE 1.0 Specification (REST API)
• データ交換（REST API と JSON）に関する仕様
• 交換に使⽤するプロトコルやパラメータ，データ形式の詳細

Competencies and Academic Standards Exchange



データモデルとの関連付け
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⽤語 定義
exactMatchOf 対象と同等
exemplar 対象の例⽰
hasSkillLevel 対象のスキルレベルがある
isChildOf 対象の⼦
isPartOf 対象に含まれる
isPeerOf 対象と相互関係
isRelatedTo 対象と何らかの関係がある
precedes 対象よりも先⾏する
replacedBy 対象に置き換えられた

コンピテンシーB コンピテンシーA

isChildOf

B は A の⼦

• コンピテンシーA
• コンピテンシーB
• コンピテンシーC

• コンピテンシーD



サービスアーキテクチャ
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REST

HTTP/HTTPS

JSON
データ

CASEサービス
コンシューマ

JSON
データ

CASEサービス
プロバイダ

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html#Main4p2を元に作成

CASE
リポジトリ

CASEモデルの学術⽔準をJSONデータで交換

HTTP/HTTPSv1.1

REST/JSON
メッセージ

CASE 1.0
REST API

https://www.imsglobal.org/sites/default/files/CASE/casev1p0/information_model/caseservicev1p0_infomodelv1p0.html


RESTエンドポイント（GETのみ）
とデータモデルの対応
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RESTエンドポイント

/ims/case/v1p0/CFDocuments

/ims/case/v1p0/CFAssociations/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFAssociationGroupings/{sourc
edId}
/ims/case/v1p0/CFConcepts/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFDocuments/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFItems/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFItemAssociations/{sourcedI
d}
/ims/case/v1p0/CFItemTypes/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFLicenses/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFPackages/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFRubrics/{sourcedId}

/ims/case/v1p0/CFSubjects/{sourcedId}

CFPackage
CFDocument
CFItems
CFAssociations
CFDefinition

CFConcepts
CFSubjects
CFLisences
CFItemTypes
CFAssociationGroupings

CFRubrics
CFRubricCriteria

CFRubricCriterionLevels



システム開発と実装

6

• OpenAPI 仕様で記述されたCASE REST/JSON Binding Version 
1.0 を⼊⼿可能
• OpenAPIとは，OpenAPI Initiativeが推進するRESTful APIのイン

ターフェイスを定義する標準フォーマット．
Swagger specificationsが元になっている．

↓
APIドキュメントを⽣成したり，
Swaggerツール群を利⽤したシステム開発，実装が可能

※以前の別の技術仕様では，XMLベースのAPIを記述する標準フォーマッ
トWSDLを採⽤

https://swagger.io/tools/open-source/
https://swagger.io/tools/open-source/


CASEによるルーブリックの標準化

汎⽤的能⼒評価（⾃⼰評価）
システム

ルーブリックプラグイン

CASEリポジトリ

getCFRubric getCFRubric

CFRubric CFRubric



汎⽤的能⼒評価（⾃⼰評価）システム
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汎⽤的能⼒ - 情報リテラシー
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ルーブリック
(全9つ能⼒)

チェックリスト

＋

汎⽤的能⼒ルーブリック・チェックリスト（教職員向け）, http://www.ics.teikyo-u.ac.jp/~hiro/genericskills/
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（教員）
評価活動登録画⾯
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（教員）
評価活動概要画⾯
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（学⽣）
⾃⼰評価⼊⼒画⾯
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（学⽣）
⾃⼰評価結果画⾯



CASEによるルーブリックデータモデル
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CFRubric

CFRubricCriterion

0..*

CFRubricCriterionLevel

0..*

CFRubricとCFRubricCriterion， CFRubricCriterionとCFRubricCriterionLevel
の親⼦構造によりルーブリックをモデル化



CFRubricCriterion

CFRubricCriterionLevels
到達レベル

CFRubricCriterionLevel

CFRubric ルーブリック

CFRubricCriteria
評価基準

ルーブリックの構造



データベーススキーマ設計
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CFRubric

CFRubricCriterion

0..*

CFRubricCriterionLevel

0..*

rubric

rubric_criterion

0..*

rubric_criterion_
performance

0..*

• データモデル名の読み替え
• Eloquent命名規則準拠
• Eloquentモデルへの対応
• カラムの追加と削除

LaravelのORマッパーに準じてCASEデータモデルを
DBスキーマ設計に反映



チェックリストのモデル化
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タッチタイピングができる✓
電⼦メールの適切な送り⽅を理解して実践できる

情報機器の利⽤

タッチタイピングができる できない できる

電⼦メールの適切な送り⽅を理解して実践できる できない できる

情報機器の利⽤

情報リテラシー 記述⼦1 記述⼦2

汎⽤的能⼒ルーブリック

記述⼦3 記述⼦4ルーブリック

チェックリスト
＝ルーブリック

＋



データベーススキーマ設計
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CFRubric

CFRubricCriterion

0..*

CFRubricCriterionLevel

0..*

rubric

rubric_criterion

0..*

rubric_criterion_
performance

0..*

0..*

ルーブリックテーブルの親⼦関係でルーブリックと
チェックリストのリレーションを定義



評価基準をインポート（管理者）

ユーザ

① ⾃⼰評価システムにローカルログイン
② CASEリポジトリのルーブリック/

チェックリストの⼀覧を取得
③ CASEリポジトリのルーブリック/

チェックリストをインポート

①
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⾃⼰評価システム
②

GET /CFPackages/{sourcedId}

評価基準JSON
データ取得

GET /CFDocuments

評価基準⼀覧
JSONデータ取得

③

CASEリポジトリ



評価基準をインポート（管理者）
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① ⾃⼰評価システムにローカルログイン

② CASEリポジトリのルーブリック/チェックリストの⼀覧を取得
③ CASEリポジトリのルーブリック/チェックリストをインポート



⾃⼰評価活動の作成（教員）

ユーザ

⾃⼰評価システム

LTI Launch

① LMSのコースに参加
② ⾃⼰評価課題LTIツールリンクをクリック
③ ルーブリック/チェックリストを選択し，

評価活動名と説明を⼊⼒

①

②

③
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LMS
SaaS: Blackboard Learn



⾃⼰評価活動の作成（教員）
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① LMSのコースに参加
② ⾃⼰評価課題LTIツールリンクをクリック

③ ルーブリック/チェックリストを選択し，評価活動名と説明を⼊⼒



⾃⼰評価の実施（学⽣）

ユーザ

⾃⼰評価システムLMS
SaaS: Blackboard Learn

LTI Launch

① LMSのコースに参加
② ⾃⼰評価課題をクリック
③ ルーブリック/チェックリストによる⾃⼰

評価を実施
④ LMSの成績表に採点結果を⾃動登録

①

②

③
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Outcomes④



⾃⼰評価の実施（学⽣）

24

① LMSのコースに参加
② ⾃⼰評価課題をクリック

③ ルーブリック/チェックリストによる⾃⼰評価を実施

④ LMSの成績表に採点結果を⾃動登録



まとめ
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• CASEのデータモデルとRESTサービス
• OpenAPI仕様によりドキュメントや開発に扱いやすい技術仕様
• 宮崎誠 : “IMS CASEの仕様とその可能性”,情報処理，Vol.62, 

No.10 (2021年9⽉15⽇発⾏掲載予定) (2021)
• ⾃⼰評価システム

• 汎⽤的能⼒以外のルーブリックやチェックリストについても利⽤が
可能となった

• LTIのBasic Outcomesによって学⽣の⾃⼰評価の得点をLMSの成
績表に記録することで，LMSの公開条件に活⽤できるようになった

• ルーブリックやチェックリストのモデル化については，DBスキー
マ設計時からCASEを参考にしていたことで，OpenSALTによる
CASEリポジトリからのインポートに対応
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